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受託中止項目および検査内容変更のご案内 
 

 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜り、厚く

お礼申し上げます。 

さて、このたび下記のとおり受託中止項目および検査内容変更のご案内を申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 

 

 

 

記 
 
 
 

● 受託中止項目 
 
 
 
《最終受付日》    平成 30 年 6 月 30 日（土）まで受託 
               （九州・沖縄地区：平成 30 年 6 月 29 日（金）まで） 

 

《 中 止 項 目 》 

総  合 
検査案内 

検 査 
コード 

検 査 項 目 名 称  代 替 項 目  

P.132 7551 c-KIT 9／11 セット 
c-Kit 遺伝子変異（GIST） 
【検査コード 7530】 

次頁参照 

 

 

《 中 止 理 由 》    受託数僅少のため 
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● 検査内容変更 
 

 

 

《変 更 日》    平成 30 年 7 月 2 日（月）受付分より 
 
 
《 変 更 内 容 》 

総  合 
検査案内 

検 査 
コード 

検 査 項 目 名 称  変更内容 変更後 変更前 

未掲載 7530 c-KIT セット 

項目名称 
c-Kit 遺伝子変異解析 

（GIST） 
c-KIT セット 

検体量 
保存条件 

組織（必凍／容器：W51） 
30mg/3mm 角 

未染スライド（常温） 
10 枚（5μm 厚） 

パラフィン切片（常温） 
10 枚（5μm 厚） 

組織（凍結） 
25mg 

未染スライド（常温） 
    5～10 枚 

所要日数 

14 ～ 21 日 

沖縄以外：14 ～ 20 日 

沖  縄：15 ～ 21 日 

10 ～ 19 日 

熊本・沖縄以外：10～18 日 

熊 本・沖 縄：11～19 日 

検査方法 
ダイレクト 

シーケンス法 
サンガー法 

JLAC10 
8C059-0000- 

099-848-49 該当なし 

基準値 検出せず 変異を検出せず 

備考 

Exon8、9、11、13、
14、17 および 18 の 
アミノ酸置換を伴う遺
伝子変異を検出 

c-KIT 遺伝子エクソン
9、11、13、17 領域
の遺伝子変異の有無を
検出 

※ その他の検査内容に変更はございません。 

 
 
《 変 更 理 由 》    検査体制見直しのため 

 

 

《 補   足 》    

・本検査で必要な腫瘍細胞含有率は 50％以上です。病理組織診断にて腫瘍が認められた部位をマーキ 
ングした HE 染色スライドを併せて提出してください。FFPE 処理後 12 ヶ月以内、未染スライド作 
製後 60 日以内に提出してください。強酸による脱灰操作をした検体は、受付できません。 

・病理組織検査報告書のコピーを添付してください（腫瘍細胞が認められていること）。 

・別紙にてご報告致します。 
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